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〈表紙の写真〉「北海道議会庁舎 議場」
北海道議会庁舎は、改築基本計画などに基づき平成29年度
末に着工し、本年移転が完了。主機能である議場は5階に
あり、旧議会庁舎で用いられた演壇を中心に、議員席と執
行部席を同じ馬蹄形の中に配置する全国都道府県で唯一の
「非対面・馬蹄形」とし、議員席103席、執行部席53席を配
置している。関連記事は14ページに記載。

本年4月に北海道建築指導センターの第13代目
の理事長に就任いたしました平向です。
今年開催予定であった東京オリンピックの開催

が新型コロナウイルス感染症の影響で1年延期と
なりましたが、当センターは、前回の東京オリン
ピック開催2年後の昭和41年に財団法人として設
立され、公益法人制度改革を機に、平成25年4月か
ら一般財団法人に移行し、平成28年10月に創立50
周年を迎えることができました。これもひとえ
に、皆さま方のご理解とご支援の賜物と心よりお
礼申し上げます。
一般財団法人移行後は、人口減少や高齢化問題

など大きく変化する社会経済情勢を踏まえ、時代
のニーズに対応しながら本道の安全・安心な住環
境の形成に向けた取り組みを積極的に進めており
ます。
設立当初から実施している住宅相談は年間約

1,500件が寄せられており、住宅講座やセミナー
の開催、センターリポートの発刊などによる住ま
いの情報提供、道が進める安心で良質な家づくり
「北方型住宅・きた住まいる制度」の普及促進を図
り、北方建築総合研究所や関係団体との連携によ
り、これまでに培った本道の住宅建設技術の更な
る向上に努めてまいります。
また、建築確認・検査、瑕疵保険、適合証明、

住宅性能評価、省エネ適合性判定、昇降機の定期
報告などの業務について、信頼される審査機関と
して、的確な審査・検査業務を行ってまいります。
今後とも道民の皆さまのご期待に添えますよう

職員一丸となって努力してまいりますので、関係
各位におかれましては、引き続きご指導、ご協力
を賜りますようお願い申しあげます。

就任のごあいさつ
平向 邦夫

（一財）北海道建築指導センター・理事長



戸松 誠 地方独立行政法人北海道立総合研究機構建築研究本部
北方建築総合研究所地域研究部環境防災グループ・研究主幹

1．はじめに

平成30年9月6日に発生した北海道胆振東部
地震は、北海道で初めてとなる震度7を記録
し大きな物的被害が発生するとともに、大規
模な停電が発生し、社会的な混乱をもたらし
ました。令和元年9月の時点で住家の被害は
全壊が479棟、半壊が1,736棟、一部損壊は
22,741棟にも達し、震災により尊い命を落と
された方は災害関連死を含め44名にも及びま
す。
道総研建築研究本部は、地震発生直後に現
地入りするなどして被害状況を把握し、被災
地支援などの対応を開始しました。これまで
道総研では、道内で発生する恐れがある災害
に対応するため、東日本大震災や平成28年熊
本地震など多くの災害に直後から対応し、被
災地支援を行いながら、知見の蓄積と事前の
震災対応に関する研究課題に取り組んできま
した。
胆振東部地震での活動は、これらの知見を
生かし、災害時の緊急対策や復興対策に素早
い対応を可能としました。
ここでは、事前に進めてきた研究課題を被
災地対応でどのように生かし、取り組んでき
たかについて報告します。

2．震災建築物応急危険度判定

建築研究本部は、これまで北海道建設部と
連携し応急危険度判定体制の構築に取り組ん
できました。実在の建物を対象とした応急危
険度判定士の訓練や応急危険度判定活動を迅
速に行うための研修会の開催、各種対応マ
ニュアルの整備、判定活動を速やかに実施す
るため、関係者が事前に準備しておく項目を

定めた震前計画の策定などを進めてきたとこ
ろです（写真1、写真2）。
胆振東部地震でも被害を受けた建築物の応
急危険度判定が必要と判断されたことから、
地震発生の翌7日には、北海道建設部と合同
で、厚真町、安平町、むかわ町において初動
調査を行い、その結果を受け判定活動の実施
が決定され、8～9日の応急危険度判定活動に
建築研究本部から判定士2名を派遣しました。
派遣した判定士は、平成28年熊本地震におい
て応急危険度判定士として被災地支援の経験
があったことから、速やかに判定活動に従事
することができました。
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北海道胆振東部地震における
道総研建築研究本部の対応

写真1 応急危険度判定訓練の様子

写真2 応急危険度判定コーディネーター研修の様子



3．応急仮設住宅

応急仮設住宅については、東日本大震災に
よる経験を踏まえ、平成24～25年度に北海道
建設部と建築研究本部が実施した「大規模自
然災害における応急仮設住宅の供給・建設に
関する調査研究」において北海道型の仕様を
確立していました。
図1は、実際に供給されたプレハブ型応急
仮設住宅の平面図ですが、調査研究時に検討
したものとほぼ同じ間取り構成になっていま
す。まず、どの間取りも凍結の危険がある給
湯器は、トイレの壁面を利用して室内設置が
可能です。また、断熱性能は、北海道建築基
準法施行条例第11条の防寒構造を順守するた
め、平成4年省エネルギー基準レベルとして
います。
さらに、断熱工法は、外壁断熱パネルの室
内側に断熱材を付加する工法としています。
これは、外装面に筋かいや電力・通信線が露
出するプレハブ型の場合、外張り断熱を採用
すると、施工工程の変更が著しくなるととも
に凹凸部分での熱橋補強作業が膨大になるた
めです。
こうした調査研究成果に基づき、当研究本
部と道、プレハブ建設事業者と協議の上で「北
海道型応急仮設住宅」の仕様を決定し、建設
を開始しました。
一方、限られた条件下の中で快適な生活を
送っていただくためには、住宅性能のみなら
ず住まい方も重要です。
当住宅のコンセプトには、①高い断熱性能
に加え、②24時間換気装置の装備、③温度と
湿度の見える化を掲げ、入居後は、定期的に
応急仮設住宅の室内及び小屋裏、床下に設置
した温湿度ロガーのデータ収集や、各町の役
場への訪問、入居者支援協議会への参加、入
居者への換気装置の使い方の助言などを行っ
ています。
また、「応急仮設住宅での暮らしを快適に
するために（図2）」及び「応急仮設住宅での

暮らしを快適にするために 自治体・事業者
向け」を発行し自治体及び入居者へ配布して
います。この資料は道総研建築研究本部の
ホームページで閲覧することができます。

4．震災復興支援

被災地の復興支援については、むかわ町復
興計画の策定に際し、建築研究本部がアドバ
イザーとして参画しました。その中で新たな
住宅供給誘導手法について提言を行っていま
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図2 仮設住宅の暮らし改善の資料

図1 応急仮設住宅の平面図

(1DK) (2DK)

(3K)



す。具体的には、空き家の活用方策や、住宅
を整備する方法に応じた自治体収支のシミュ
レーションツールの提供などです。特に、住
宅整備の自治体収支シミュレーションツール
は、平成22～23年度に実施した「公営住宅事
業収支改善のための修繕費等に関する調査研
究」の成果を用いています。住宅整備の手法
として、公営住宅、地域優良賃貸住宅、民間
賃貸住宅の建設補助などの具体的な事業を想
定し、建設費や家賃収入、固定資産税収入等
の計算条件を考慮して（表1）、自治体や民間
事業者の長期収支をシミュレーションするも
のです（図3）。
この成果を用いることで、各自治体が住宅
施策を検討する際に、イニシャルコストだけ
でなく、ランニングコストも考慮して住宅整
備を行うことが可能となり、住宅整備の目的
に対して、自治体負担の長期的な収支を「見
える化」することで、制度選択の根拠を明確
にすることができます。

5．被災者の住まいを確保

応急仮設住宅の供用期間は2年となってい
ることから、恒久的な住まい確保対策が今後
重要となってきます。このため北海道建設部
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図3 収支シミュレーションの結果
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表1 入力する計算条件の例（民賃補助）

項目 入力 備考
市町村情報 市町村 Ａ町 （選択）

建物情報

構造形式 木造 （選択）

戸当たり専有面積 45 （㎡/戸）

レンタブル比 85 （％）

戸数 8 （戸）

建設費㎡単価 12 （万円/㎡）

①建設費に対する補助割合 45 （％）

②戸当たり限度額 200 （万円/㎡）

土地情報
土地価格 0.8 （万円/㎡）

土地面積 500 （㎡）

家賃等情報

戸当たり家賃月額 5.0 （万円/戸）

入居率 90 （％）

戸当たり年間管理費 11.2 （万円/戸）

税情報

都市計画税 見込む （選択）

都市計画税率 0.3 （％）

社会資本整備総合交付金率 50 （％）



からの依頼により、恒久的住まいの確保に向
け、公的住宅支援及び民間住宅支援それぞれ
における適切な事業選択を行うための情報整
備を行うとともに、被災者意向調査、各種制
度活用に係る事務手続きなどを実施するタイ
ムスケジュールの明確化に取り組んでいます
（図4）。
被災者の住まい確保については、平成
26～30年度に実施した「陸前高田市における
住まいの再建推進方策に関する研究」におい
て知見を得た住民意向の動向をふまえた住宅
供給体制の在り方などについて、今後、支援
していくことを想定しています。

6．おわりに

道総研建築研究本部では、これまで将来発
生することが想定される自然災害に対し、災

害発生前から、このことを北海道における大
きな課題として認識し、研究を立案し成果の
蓄積を図ってきたところです。このことが北
海道胆振東部地震に際し、迅速に被災地支援
に取り掛かる結果へとつながりました。
道総研建築研究本部は、公設試験研究機関
としての使命を果たすべく、道総研の基本理
念である「わたしたちは、北海道の豊かな自
然と地域の特色を生かした研究や技術支援な
どを通して、道民の豊かな暮らしづくりや自
然環境の保全に貢献します」を忘れず、災害
への備えを忘れることなく、研究開発や地域
支援に今後とも取り組んでまいります。
最後になりますが、いまだ被災地で不自由
な生活をおくられている皆様に心からお見舞
い申し上げます。

―5―

図4 発災から恒久的住まい確保までのロードマップ案



定池 祐季 東北大学災害科学国際研究所
情報管理・社会連携部門 災害復興実践学分野・助教

1．はじめに

2018年9月6日午前3時8分頃に発生した北海道胆
振東部地震で震度7を観測し、大規模な斜面崩落
が発生した厚真町。土砂災害と災害関連死によ
り、37名の尊い命が失われました。元の自宅に住
むことのできない方は仮設住宅などで暮らしてお
り、その数は、応急仮設住宅89世帯203名、トレー
ラーハウス11世帯24名、みなし仮設住宅14世帯22
名、計114世帯249名にのぼっています（2020年4月
末現在）。
本稿では、発災前から厚真町に関わり、北海道

胆振東部地震発生後から現在に至るまで、厚真町で
の支援活動に携わる研究者の視点から、現地のニー
ズの変化や連携の動きを中心に報告をします。

2．厚真町との関わり

神戸市にある「人と防災未来センター」の紹介
により、厚真町との関わりが生まれました。
2011年2月、筆者が勤務していた「人と防災未来

センター」で行政職員向けの図上訓練が実施され、
そこに厚真町の職員が参加していました。
2012年、厚真町から「人と防災未来センター」

宛てに町職員向けの図上訓練実施に向けた協力依
頼があり、当時、北海道大学に勤務していた筆者
に声がかかりました。数回の打ち合わせを経て、
2013年2月に「真冬に震度7の直下型地震が発生」
という想定のブラインド型図上訓練が実施されま
した。
その後、学校防災教育、避難訓練の協力などを

経て、2014年から3年間、「防災アドバイザー」を
拝命しました。この間、学校での防災教育、町内
にいる「地域防災マスター」の研修、厚真町版
HUG（避難所運営ゲーム）の開発、広報紙での防
災コラム執筆などに携わらせていただきました。
防災アドバイザーとしての役割を終えた後も、学
校防災教育に招いていただき、胆振東部地震直前
にも、授業依頼の連絡をもらったところでした。

3．胆振東部地震発生直後の支援活動

北海道胆振東部地震発生時、自宅のある仙台で
もわずかな揺れを感じ、すぐに震度などの情報収
集を始めました。状況がわかるにつれて、いても
立ってもいられず、「人と防災未来センター」の研
究主幹に連絡。翌日、「人と防災未来センター」リ
サーチフェローであり、災害対応支援チームの一
員として、現役研究員らと共に北海道庁に行き、
情報収集を行いました。
その翌日に胆振東部3町に向かい、派遣元との

調整を経て、厚真町の支援活動に専念することに
なりました。胆振東部地震は厚真町の被害が甚大
であったため、行政・民間の支援団体、報道関係
者が多数集まりました。厚真町では定時に捜索状
況、避難状況などについて報道発表を行っていま
したが、報道関係者は役場庁舎周辺や庁舎内に常
にいるような状況でした（写真1）。筆者が厚真町
役場を訪れた午前10時前、疲れが見えるものの、
職員たちは懸命に対応にあたっていました。
厚真町では、発災3日目の9月8日から「北海道胆

振東部地震に係る避難所運営（連携）代表者会議」
（後に、連携会議）が開催され、各避難所の状況報
告、支援情報の共有、対応方針の決定などが行わ
れました。主な参加者は、避難所派遣の役場職
員・応援職員、関係機関、支援団体などです。当
初は20時開始で、2時間以上に及んでいましたが、

センターゼミナール
Center Seminar

Part 2
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厚真町支援の現場から

写真1 厚真町役場の前で報道発表を待つ報道関係者
（2018年9月8日撮影）



避難所の状況が落ち着くにつれて、コンパクトに
情報共有がなされるようになっていきました。
どの避難所も苦慮したのは、報道対応でした。

避難所から出てくる人がカメラとマイクに取り囲
まれてしまうのは当たり前、子どもに LINE の
ID を聞き出して個別取材を試みたり、取材への
忌避感が強くなってくると、仮設トイレの前で記
者が待ち伏せたりするようなことも起こりまし
た。「こういうことを守って取材してください」
という趣旨の貼り紙をするなどの対策が取られま
したが、被災者の尊厳が損なわれるような取材場
面を数多く見聞きしました。
また、厚真町災害ボランティアセンターが厚真

町社会福祉協議会によって発災翌日に設置され、
その後ニーズ調査やボランティアの募集が始まり
ました。当初は被災家屋や納屋などの片づけ依頼
が多く寄せられました。災害ボランティアセン
ターには、重機ボランティアも常駐してくれたた
め、通常の災害ボランティアセンターでは対応が
難しい、土砂災害の被災家屋から大切なものを取
り出すといった支援も行うことができました。
2018年9月13日には、熊本などの他被災地を参

考に「北海道胆振東部地震情報共有会議」が立ち
上がりました。特定非営利活動法人北海道 NPO
サポートセンターが事務局を担い、胆振東部地震
に関する支援活動を行う個人や団体が参加し、情
報共有と支援策の検討を行っています。当初は厚
真町・安平町・むかわ町で各団体がどのような活
動をしているか／しようとしているかという情報
共有を行い、それぞれの状況を見て、連携をした
り、支援地域・内容の調整をしたりということが
行われました。

4．避難所から仮設住宅へ

応急仮設住宅の建設が始まった10月上旬、「仮
設住宅ができる前に被災者のニーズの変化に対応
した支援のあり方について考えたい」という主旨
の相談がありました。そこで、「仮設住宅移行期
の支援について」というテーマで勉強会を開くこ
とにし、筆者による話題提供を端緒に、参加者で
ある役場職員、社協職員、町内外のボランティア
の意見交換を行いました。その中で、仮設住宅入
居時期には、引っ越しボランティアなどの作業系
のニーズが生じるだろうこと、新しい生活に慣れ
るまでのサポートが必要な場合があること、心身
の健康状況の変化に気を配ることなどを確認しま
した。
その後、厚真町社協には、北海道で初めての生

活支援相談員が配置され、仮設住宅入居者などへ
の支援活動を行っています。第一期・第二期の応
急仮設住宅入居に併せて、生活支援相談員と応援
保健師のチームが応急仮設住宅の戸別訪問を実施
し、健康状態と住まいの状況、暮らしの困りごと
などの把握に努めました。訪問結果は町の保健師
と訪問チームでカンファレンスを行い、支援策の
検討を行いました。このカンファレンスは現在も
継続し、町の保健師、苫小牧保健所の保健師、厚
真町社協職員それぞれがフォローしている個人・
世帯の情報を共有し、健康面・生活面の支援につ
いての見立てを行っています。
筆者も「生活支援相談員スーパーバイザー」と

いう形でカンファレンスに参加し、他被災地の事
例や個別事例に対応できるような支援団体の紹介
をするような関わりをしています。
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図1 2018年10月勉強会の資料から

電気や電話などはど
うやって申し込んだ
らいいのかしら

ただし、一般町民への目配
り（日常生活の回復）という
視点を忘れずに

喪失の有無、程度と
その後得られる支援
／再獲得できる程度
によって、格差感が
異なる

喪失・損失の程度
畑を失う畑が無事

○○を
失う

○○が
無事

家族を
喪う

家族が
無事

避難所生活の期間

次の住まい
が必要

自宅修理後
帰宅

断水解消
で帰宅

みんな
大変

格差感・喪失感 生活環境の変化への対応
〔住環境ニーズ①〕

引っ越し荷物はどう
やって運んだらいい
のかしら

必要な物はどこで買
えばいいのかしら

家電は全部買わなけ
ればいけないのかな

洗濯機はどうやって設置
したらいいんだろう？

そもそも、引っ越しの
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2018年11月8日から「仮設住宅入居者支援会議」
（後に、支援連絡会議）が開催されるようになり、
災害によって困りごとを抱えているであろうすべ
ての住民に必要な支援が届くよう、役場の関係部
署、生活支援相談員を中心とする社協職員、保健
所の職員などが参加をし、情報共有が図られてき
ました。
仮設住宅入居当初は、生活の不安のほか、住ま

いに関する困りごとが多く寄せられました。床か
らの冷え対策として、避難所で使っていたダン
ボールベッドを仮設住宅で使う人も少なからず見
られました。次第に、団地ごとの風除室の扉の
取っ手の有無、風除室天井の吹きつけの有無、部
屋の間仕切りカーテンの長さの違いにより、困り
ごとの状況が異なることもわかってきました。住
民自身で対応できるもの以外は、厚真町役場の住
宅グループが対応したほか、北海道立総合研究機
構北方建築総合研究所も現地調査をふまえた助言
等を行いました。
この時期、先述の「北海道胆振東部地震情報共

有会議」でも、厚真町・安平町・むかわ町それぞ
れの仮設住宅の困りごとに関する相違点に関する
意見交換がなされました。また、ニーズに応える
ことと、住民同士の交流の機会を持つことなどを
目的とし、各町で支援団体による「仮設住宅の収
納講座」なども開催されました。
仮設団地でのコミュニティ形成については、初

期の重要な課題となっていました。他被災地でも
仮設住宅で自治会を形成するのか、その場合は従
来の自治会はどうするのか、誰が促しをするのか
といった点がポイントになってきました。
厚真町の場合は、社協が仮設住宅の談話室など

で入居者の顔合わせお茶会を開催し、「広報紙の
配布」「除雪」「談話室の鍵の管理」など、団地で
の生活上決めておきたい事柄について相談してい
く中で、自ずと「世話人」やそれぞれの団地のス
タイルが決まっていきました。筆者が仮設団地の
そばを通り過ぎるとき、団地の住民の方が、トラ
クターで除雪している様子を目にすることもあ
り、団地の中の助け合いが確立されているように
見えました。
2019年春には、町が希望に応じて、団地の近く

に用意した畑に入居者が野菜を植え、収穫したも
のの一部が、災害ボランティアセンターで来訪者
にお裾分けされたりもしました。2020年春も、仮

設団地の作付けが始まっていると聞いています。
2019年5月下旬、道内の気温が一気に上がった

ときには、生活支援相談員が見守りを行い、熱中
症への注意を促しました。その後、支援団体によ
り、ペットを飼っている世帯を中心に風除室に網
戸が入り、7月下旬からエアコンが設置されまし
た。健康被害がなく夏を終えられたことに、関係
者一同、ほっと胸をなで下ろしていました。

5．子どもたちの心のサポート活動

2018年9月11日、教育長と教育委員会の職員に
よる町内の学校の状況確認に同行させてもらい、
子どもたちの様子などについて教えていただきま
した。震災前の防災教育で顔見知りになっていた
先生に再会し、お話しすることもできました。筆
者自身、中学生の時に北海道南西沖地震を奥尻島
で経験し、東日本大震災の津波被災地で、被災し
た子どもたちの心のサポート授業などに関わって
いた経験から、子どもたちの心のケアについて気
にかかっていました。
地震の被災地では、「地震」という言葉に触れる

ことすら辛い、という場合があります。しかし、
余震への備えという観点に立つと、「地震」という
言葉への恐怖心を低減させつつ、できる範囲から
備えを実践していくことが必要になります。そこ
で、東北で一緒に活動をしていた兵庫県立大学の
冨永教授にご協力いただき、避難所等で配布でき
る資料を提供しました。また、校長会等でも心の
ケアに関する資料提供をさせてもらい、心のサ
ポート授業の実施も可能である旨をお伝えしまし
た。そして、スクールカウンセラーと連携しなが
ら、冨永教授と共に、町内の学校で心のサポート
授業を実施したり、資料提供等を行ったりしまし
た。授業の中で生徒自身によるセルフチェックを
してもらい、その結果について、教員・スクールカ
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写真2 厚真町の仮設住宅（2018年11月1日撮影）



ウンセラーと情報共有を行ったりしてきました。
町内各学校では、2019年9月6日の前に、災害の

節目の時期に心身に影響が起こる「アニバーサ
リー反応」を念頭に置いた、心のサポート授業な
どが実施されました。
2019年11月には、町内の子どもの心のケアを就

学前から継続的に実施する仕組みとして、教育長
を会長とする「心のサポート・防災学習推進協議
会」が立ち上がりました。冨永教授、筆者共に協
議会のメンバーに加えていただいたので、今後も
教育現場の先生方の声を聞きながら、厚真町で持
続可能なしくみを作るためのサポートをしていき
たいと考えています。

6．新型コロナウイルスの影響と
現在の取り組み

厚真町の災害ボランティアセンターや仮設住宅
の談話室などでは、体操教室、編み物教室、スポー
ツ吹き矢、サロン（お茶会）などの様々な集まり
が、町内外のボランティアの力を借りながら行わ
れ、住民の交流の機会が提供されてきました。仮
設団地の中で生まれた新しいつながりが、退去後
も続いているケースもあります。
しかし、本稿の執筆時点では、新型コロナウイ

ルス感染拡大防止の観点から、こういった集まり
が持てない状況が続いています。厚真町社協で
は、災害 FMにリクエストをして、朝7時55分に
ラジオ体操を流してもらい、それぞれが運動する
機会を持ってもらうように働きかけています。戸
別訪問の代わりに、電話での連絡を行っているほ
か、災害FMで厚真町社協による新番組をスタート
させるなど、新たなつながり方を模索しています。
厚真町の「仮設住宅入居者支援連絡会議」は

2020年3月末で役割を終え、4月からは、「住まいの
再建サポートチームコアメンバー会議」として、
「災害ケースマネジメント（個別世帯の状況に合
わせた生活再建のための支援策の検討と実践）」
を進めていくことになりました。このプログラム
について明記している厚真町の復興計画は2020年
4月1日に第2期が策定され、現在、第3期の準備が
進められています。
「北海道胆振東部地震情報共有会議」は、「北の
国会議」と名称を変えて、月に1回集まっています。
各地域のニーズと支援活動に関する情報共有が進
む中で支援団体間の連携が進み、合同でイベント

を開催することもあります。2020年3月からは感
染症対策のためオンライン開催になり、厚真町・
安平町・むかわ町の役場や社会福祉協議会、支援
団体等が集まり、情報共有が行われています。

7．おわりに

筆者は2020年3月まで、月2回以上厚真町を訪問
していましたが、現在はオンラインでの会議参加
が中心になっています。発災直後から現在に至る
まで筆者がしてきたことは、①判断の参考になり
そうな情報提供、②人・組織の紹介、③資料作成・
資料提供、④授業・研修等の実践、⑤会議等への
参画、⑥資料チェック、⑦傾聴という関わり方でし
た。「剥奪」「搾取」する研究者とならないよう、「ア
クションリサーチ」的な関わりを続けてきました。
災害対応の現場は「正解」は少なく、その時そ

の場の最善であろうという「成解」を見出し、判
断することの連続です。発災後しばらくの間は、
その場にいて、共に考え、何かをするということ
が中心でした。時間の経過とともに、状況の変化
が緩やかになっていくにつれて、ニーズは多様化
し、潜在化していきます。
そういう時期には、「共にある」というスタンス

の中で、少し先のことを考えるための視点や情報
を提示したり、組織・個人の持っている力を引き
出し、背中を押すことへと、関わり方が自ずと変
化していきました。仮設住宅入居時期前後から、
かねてより感じていた、厚真の地域力を実感する
機会が増えていったからです。
厚真町では仮設住宅の入居期限を見据えて災害

公営住宅等の建設が進められています。仮設住宅
退去後の生活支援、町内のコミュニティの変化を
ふまえた支援のあり方についても検討が始まって
います。
これまでのように頻繁に厚真を訪れることは難

しくなるかもしれませんが、これからも地域の復
興・生活再建の歩みに伴走していきたいと考えて
います。
〈参考文献〉
1 ) 定池祐季「厚真町に通い続けて−北海道胆振東部地
震・支援現場から思うこと」（2019）『震災学』Vol.13、
pp.298-309

2 ) 定池祐季「北海道胆振東部地震の支援現場の変化
厚真町に通い続けてⅡ」（2020）『震災学』Vol.14、
pp.76-85
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スポーツで人が輝くまちを
網走市教育委員会社会教育部スポーツ課

はじめに

網走では、老若男女を問わず、ウォーキングや
ジョギングを楽しむ市民の姿を目にします。その
中には、オリンピックやワールドカップの選手も
います。
本市は、「北のスポーツ基地 網走」として、世

界の舞台で闘うアスリートたちの強化トレーニン
グの合宿地にふさわしい施設を用意し、毎年多く
のトップアスリートを受け入れています。
札幌ドームの約8倍（41.4ha）の広大な敷地内

にラグビー・サッカー場など7面、テニスコート16
面、野球場や多目的屋内ドームを整備した「網走
スポーツ・トレーニングフィールド」など、施設
が充実しているのはもちろん、清涼な気候とアク
セスの良さ（最寄りの空港「女満別空港」までは
車で約30分）、健やかな体をつくるためのおいし
い食や心を癒やす自然環境など、スポーツコン
ディショニングに最適な環境が整っているところ
も選ばれる理由となっています。

スポーツ合宿の経緯

1988年のソウルオリンピックの際、ソウルの気
候と似ているとのことから、マラソン、ボートな
どの直前合宿地に選ばれ、「網走は、気候・交通ア
クセス・宿泊施設・食などが合宿に適しているの
で、練習施設を整備すれば、夏合宿の中心地にな
れる」と識者からアドバイスをいただき、同年、
市内在住の法政大学OBのご尽力により、同大学
ラグビー部の合宿が実現しました。
当時は土のグラウンドしかなかったため、関係

団体とともに「網走市スポーツ合宿実行委員会」
を設立し、合宿誘致・受け入れ体制・「網走スポー
ツ・トレーニングフィールド」の整備などから取
り組みました。
現在では、「日本一の芝」と称される網走スポー

ツ・トレーニングフィールドや JOC 陸上競技強
化センターに認定された陸上競技場、起伏に富ん
だ多彩なロードコース（ランニング）などの練習
環境が国内外から高く評価され、ラグビー、陸上

生き意気まちづくり
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網走スポーツ・トレーニングフィールドの全景



競技など、年間50団体、約1,700人のトップアス
リートがトレーニングに励んでいます。

スポーツ合宿の内容

ラグビーでは、神戸製鋼、サントリー、リコー、
東芝などが合宿を行っていることから、合宿中の
強豪チームが公開で強化試合を行う「オホーツク
ラグビーフェスティバル in 網走」を開催してお
り、市内外から多くのラグビーファンが観戦に訪
れるという相乗効果が出ています。
陸上競技では、コニカミノルタ、資生堂、トヨ

タ自動車、中国電力、Honda など多くのチームが
合宿を行っていることから、市内をランニングす
る姿がよく見かけられます。2003年からは道内4
都市での長距離レース「ホクレン・ディスタンス
チャレンジ大会」が毎年開催されています。
また、2015年からは、日本スケート連盟ナショ

ナルチームの夏合宿が行われています。

合宿誘致の成果

2019年、本市はこれまで積み重ねてきた合宿受
け入れの実績により、日本で開催されたラグビー
ワールドカップに際し、日本代表チームの事前
キャンプだけではなく、フィジー代表チームの公
認チームキャンプ地にも選ばれ、合宿期間中、市
民との交流が図られました。
また、2020東京オリンピック・パラリンピック

において参加国・地域と相互交流を図る「ホスト
タウン」にも登録されています。

今後の展開

これまで合宿に訪れた団体やアスリートとの関
係を強みとして、本市は引き続き合宿やスポーツ
大会などの誘致に積極的に取り組むとともに、
トップアスリート・パラアスリートと市民とのふ
れあいを通じて、交流人口の拡大や地方創生につ
なげていきたいと考えています。
また、2017年4月には、スポーツ教育を主体とし

た「日本体育大学附属高等支援学校」が市内に開
校しました。
スポーツは、青少年の健全育成、健康の維持・

増進、コミュニティづくりなどの役割を果たすも
のです。年齢や性別、障がいの有無を問わず、誰
もが生涯にわたってスポーツに親しみ、健康づく
りに努めることが重要であることから、競技ス

ポーツの振興とともに、それぞれの体力や年齢・
性別に応じた活動機会の提供と環境づくりが求め
られています。
競技スポーツの振興はもとより、生涯にわたり

気軽にスポーツに親しみ、健康の維持・増進が効
果的に図られるまちづくりを目指したいと考えて
います。
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オホーツクラグビーフェスティバル in 網走（2018年）

ホクレン・ディスタンスチャレンジ大会（2016年）

スケート選手のトレーニング風景

ラグビーワールドカップ2019・フィジー代表チームと



合宿の聖地をめざして
士別市教育委員会合宿の里・スポーツ推進課

「合宿の里」の経過と現状

士別市は平成17年、旧士別市と旧朝日町が
合併し、新市として誕生したまちです。
士別市の気候風土を生かしたまちづくりの
大きな柱である「スポーツ合宿の里」づくり
は、それぞれの歴史のなかで発展し、国内有
数の合宿地となりました。
合宿が始まったのは、昭和52年に順天堂大
学の医師が士別市に総合医療保養施設をつく
るという構想をもとに、同大学の陸上部監督
であった帖佐寛章氏（現・公益財団法人日本
陸上競技連盟顧問）に相談をしたところ、そ
の取り組みの一つとして、同大学陸上競技部
の合宿を士別市のゴルフ場を拠点として行っ
たことが始まりです。
また、旧朝日町はさらに古く、昭和36年の
三望台シャンツエ造成を機に高校生が合宿を

したのが始まりです。
その後、両自治体とも合宿の受け入れに積
極的に取り組み、昭和62年から「士別ハーフ
マラソン大会」、平成3年から「オリンピック
デーラン士別大会」、平成8年から「全日本ジュ
ニアサマージャンプ大会」など多くのスポー
ツイベントが開催されています。
特に、オリンピックデーランは、オリンピッ
クムーブメントの取り組みとして、30年前か
ら JOC とともに実施しており、道内唯一の
開催地、また、全国最多の開催回数となる大
会にまで成長しました。この長年の取り組み
が評価され、昨年、JOCと「パートナー都市
協定」が締結されました。
このように、士別市には、オリンピアン・
パラリンピアンをはじめ、国内外で活躍する
トップアスリートが年間延べ約2万4000人訪
れています。
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2019オリンピックデーラン士別大会の様子（写真提供：JOC)



近年の状況

今年、半世紀ぶりに日本で開催するはず
だった「2020東京オリンピック・パラリンピッ
ク」が世界的規模の新型コロナウイルス感染
の影響により、1年後に延期される事態とな
りました。
士別市は、2013年の IOC 総会での2020東
京オリンピック・パラリンピックの開催決定
を受け、「合宿の里士別」をさらに発展、成長
させるため「合宿の里ステップアッププラン」
を策定するとともに、地方創生の柱の一つと
して掲げ、人口減少を防ぐ施策として「スポー
ツ施設や宿泊施設の整備や充実」「合宿招致
活動の推進」などを進めています。
全国でも数多くの自治体がスポーツ合宿の
招致を進めており、合宿招致競争が激しさを
増していることから、これまでの40年以上に
及ぶ歴史の積み重ねを大切にしつつ、まちの
魅力を最大限活用し、士別市ならではの合宿
地づくりを進めていかなければならないと考
えています。

合宿の里から合宿の聖地へ

士別市の夏季は、日中25度を超える暑さの
日もありますが、朝晩は涼しく翌日に疲れを
残さない爽やかな気候です。さらに、交通量
が少なく安全・安心にロードトレーニングも
できる環境や各トレーニング施設までのアク
セスも良好な環境を有しています。
また、選手やスタッフへのサポートとして、

少人数でも対応する旭川空港間の送迎や自転
車の貸し出しをはじめ、日々厳しいトレーニ
ングに励んでいる選手たちへの栄養補給やリ
フレッシュのひと時を提供するチーム歓迎会
を実施しています。
このほか、平成9年に民間団体主体で構成
された「合宿の里士別推進協議会」の活動に
おいても、合宿者とのつながりを深めるため
に、親睦交流会や各大会への応援ツアーなど
を通じ、市民挙げての合宿づくりを進めてい
ます。
今後においても、これまで培ってきた中央
競技団体や合宿チームなどとのつながりを大
切にするとともに、合宿の里士別推進協議会
との連携を深め、市民とともに『合宿の里』
から『合宿の聖地』をめざします。
そして、来年の2020東京オリンピック・パ
ラリンピックに向けても、国内外の事前・直
前合宿の実現の取り組みを進めるとともに、
オリンピックムーブメントの機運を醸成する
先導役として努めていきます。
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2007大阪世界陸上参加のドイツナショナルチームの合宿風景 2008北京オリンピック参加のドイツナショナルチームも士別
で合宿

2019年、JOCとパートナー都市協定を締結（写真提供：JOC)



北海道議会庁舎
～北海道議会庁舎改築整備事業～

北海道建設部建築局建築整備課

1．はじめに

明治6（1873）年に開拓使札幌本庁舎が設置
された道庁周辺地区は、北海道開拓使時代か
ら今日に至るまで道政の中枢として機能して
きた地区であり、北海道におけるきわめてシ
ンボル性の高い地区となっています。
同地区の中心には歴史的建造物である北海
道庁旧本庁舎（赤れんが庁舎）があり、北海
道を象徴する建物として多くの観光客が訪れ
る場所となっています。
道庁周辺地区内にある議会庁舎の改築に当
たっては、この地区の歴史的・文化的環境を

未来へと継承していくこと、北海道の議決機
関としての庁舎が、赤れんが庁舎や道庁本庁
舎と一体となった道政の中枢機能のシンボル
としてふさわしいことが重要になるととも
に、都心部における道民・観光の方々の憩い
の場としての役割や、人や環境を中心に据え
た都心づくりを目指す札幌都心地域の都市再
生緊急整備地域内であることにも配慮して整
備計画の検討を進めてきました。

2．事業の経緯

⟹1旧議会庁舎
旧議会庁舎は昭和26（1951）年に議事堂部
分を、翌年に執務室部分を建設し、その後に
一部の増築を行った RC造、地上5階、地下1
階建て、延べ床面積13,135㎡の建物です。
平成14（2002）年に実施した耐震診断など
の調査で、庁舎全体として耐震性能が不足し
ており、主要な施設設備の劣化が進行してい
ることが判明しました。また、議場の規模は
1座席当たりの面積（2.1㎡/1座席）が全国最
小であり、傍聴席についても通路や座席の間
隔が狭く、傍聴者が地下通路を通って入場す
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建築物

昭和40（1965）年の道庁周辺地区の様子

西側全景



る構造になっていることや、庁舎内の段差、
多機能トイレの未設置などユニバーサルデザ
インの観点からも利用しづらい環境となって
いました。
⟹2改築に向けた検討など
老朽化や狭あい化といった旧議会庁舎の課
題解決に向けた検討を行い、平成26（2014）
年3月に「北海道議会庁舎改築基本構想」を策
定し、整備内容を検討する際に基本となる理
念、建築物として備えるべき性能や議会庁舎
として必要な機能、想定スケジュールなどを
整理しました。
また、平成27年12月には議場や委員会室な
ど各室の規模や機能、設備のほか、基本構想
で掲げた基本理念の実現に向けた具体的な整
備の考え方などをまとめた「北海道議会庁舎
改築基本計画」を、平成28年2月には「議会庁
舎の整備に当たっての基本的な考え方」を策
定してきました。
その後、基本構想などを踏まえ、「周辺環境
と調和した庁舎」「円滑な議会運営の確保及
び道民に親しまれる庁舎」「環境に配慮した
庁舎」「長寿命化や維持管理コストへの配慮
及び建設コストの抑制に対する取組」をテー
マにプロポーザルにより設計者を選定し、平
成28・29年度に基本・実施設計を行い、平成

29年度末に着工、本年移転を完了しました。

3．議会庁舎整備概要

⟹1周辺環境との調和
議会庁舎と道庁本庁舎の間には離隔距離を
十分に取り、札幌市の「第2次都心まちづくり
計画」の中で示されている、植物園から北3条
広場につながる軸を対称に議会庁舎を配置し
「うけつぎの軸」を強調するとともに、議会庁
舎周囲には歩行者動線を設け街区内の回遊性
を高める施設配置計画・外部動線計画として
います。
外観計画では、赤れんが庁舎の背景として
たたずむデザインを目指し、建物高さを抑え
て赤れんが庁舎の景観を引き立たせ、道庁本
庁舎の窓回りや軒の水平線のデザインを継承
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■建物概要
建 設 地 札幌市中央区北2条西5丁目1番、北2条西6

丁目1番、北3条西5丁目1番、北3条西6丁目
1番

用 途 地 域 商業地域
敷 地 面 積 58,693.35㎡
規 模 地上6階、塔屋1階、地下1階
構 造 S造一部RC造（地下柱頭免震構造）、

SRC造（1階床梁）
最 高 高 さ 34.03m
建 築 面 積 3,212.34㎡
延べ床面積 19,160.25㎡

基本理念

◆道庁周辺地区は北海道開拓使時代から今日に至るまで、道政の中枢として機能してきたシンボル性の高い
地区であり、中心には歴史的建造物である旧北海道庁舎があり、赤れんが庁舎と呼ばれ、観光施設として
も親しまれ、北海道を象徴する建物となっている。
◆改築に当たっては、この地区の歴史的・文化的環境を未来へと継承していくことが重要であり、北海道の
議決機関としての庁舎が、赤れんが庁舎や道庁本庁舎と一体となった道政の中枢機能のシンボルとしてふ
さわしい重厚なイメージを持つことが必要。
◆都心部における道民・観光の方々の憩いの場としての役割や人や環境を中心に据えた都心づくりを目指す
札幌都心地域の都市再生緊急整備地域内であることにも配慮。

○周辺環境と調和した庁舎
開拓使時代からの歴史のある地区、観光客が訪れる地区、都心のオアシスとしての役割を踏まえながら、
周辺環境と調和し、地区形成に配慮した外観・外構とします。

○身障者、高齢者等、全ての道民
に親しまれる庁舎
施設利用者にとって、誰にでも
わかりやすく、移動しやすく利用
しやすい施設とします。

○高い機能性を持った庁舎
円滑な議会活動を確保すると
ともに、政策審議過程を道民にわ
かりやすく伝える施設とします。

○環境に配慮した庁舎
建物の省エネルギー性能の確
保、エネルギー運用の効率化を図
るとともに、道産材の使用など地
域資源の活用に配慮します。



進化させながら、街区全体の中での調和と連
続性を重視した工夫をしています。
議会庁舎のシンボルとなる議場は南側に配
置し、赤れんが庁舎正面や北2条通からの議
場の視認性を高めています。1階は外周にピ
ロティ空間を設け通年利用可能な街区内動線
を確保し、一般利用者が気軽に利用できる食
堂・道民ホールをガラスを介して隣接するこ
とで道民に開かれた親しみやすい庁舎を目指
しています。
⟹2議会機能やユニバーサルデザインへの配慮
全体の階層構成は、使いやすさ・機能的で
あることを最優先し計画しています。地階に
は冬季での利用にも配慮した駐車場を、1・2
階には一般開放する機能を配置し、議員・一
般利用者双方の利便性の向上を図っていま
す。3階には小委員会室、4階（一部3階含む）
には議員控室、5階には議会運営諸室、そして
主機能である議場（大・中委員会室含む）と
傍聴席を5・6階に計画しています。それぞれ
の諸室は職員・議員・一般来庁者の動線を明
確に分離しながら、セキュリティと利便性を
両立したゾーニング計画としています。
5階の議場は、旧議会庁舎で用いられた演
壇を中心に議員席と執行部席を同じ馬蹄形の
中に配置する全国都道府県で唯一の「非対
面・馬蹄形」とし、議員席103席、執行部席53

席を配置しています。なお、議場出入り口、
最後列の座席及び演壇は床レベルを同一と
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北
2
条
通（
市
道
北
2
条
線
）

北
4
条
通（
市
道
北
4
条
線
）

西側出入り口
7

新議会庁舎

正面入り口

議会庁舎用車寄せ
本庁舎用駐車場本庁舎用

駐車場

芝生広場

緑化広場として
日常的な利用も想定

「うけつぎの軸」

「うけつぎの軸」

赤れんが庁舎
（北海道庁旧本庁舎）

歩行者動線
車両出入り口
建物出入り口

北海道本庁舎

北側
出入り口

北側からの
スムーズな動線

5

旧議会庁舎解体後の赤れんが庁舎正面からのイメージ

配置図

6F

5F

4F

3F

2F

1F

B1

スカイ
ギャラ
リー

傍聴席
議場

傍聴者
ロビー

大委員会室
中委員会室

説明
員室 倉庫

記
者
室

機械室 議場
ロビー

正副
議長室

特別応接室
来客待合室

議会運営
委員長室

議会運営
委員会室

議会
知事室

説明
員室

議員控室

小委員会室 議員控室

図書館 事務局
使用室

共用
面談室

物品庫・
倉庫会議室 休養室

食堂 道民
ホール

エントランス
ホール

機械等設備室

機械等設備室

駐車場

階層構成



し、最後列の一部の座席は取り外し可能なほ
か、演壇は昇降可能で車いすの利用者が着座
したまま答弁することが出来るバリアフリー
仕様となっています。
6階の傍聴席は、出入口から段差なしで通
行できる範囲に車いす利用者用の専用スペー
スを設けるとともに、防音仕様の親子席を個
室で設けるなど、全ての人が快適に使える施
設としています。

―17―

旧議会庁舎解体後の東側全景イメージ

議員席

（内、車いす対応）

執行部席
（内、車いす対応）

その他：議長席、事務局長、事務局席

：364席
：

：
：
：

：103席
　（現状110席）
：6席
　（座席取外し式）
：53席
：2席
　（座席取外し式）

議場 傍聴席

傍聴席
　一般傍聴席
　（固定席）
　（可動席）
　（親子室）

　車いす傍聴席
　来賓特別席

　報道関係者席

エントランス

議場（5階）、傍聴席（6階）平面図



⟹3環境に対する配慮
環境負荷低減への取組としては、省エネル
ギー技術を採用しながら、太陽光発電や井水
利用（空調機の熱源利用）といった新エネル
ギー技術を導入しています。
その他、中間期に有効な自然換気を執務室
や議場ロビーに積極的に取り込んでいます。
併せて、自然採光と昼光センサーによる照明
エネルギーの軽減実践などの様々な工夫を施
すことにより、一次エネルギー消費量を約
50％削減※できる計画となっています。
また、全ての道民が愛着を持つとともに魅
力を発信でき、観光の方々にも北海道を身近
に感じてもらえるよう、道内各地の資源を一
般開放エリアを中心に活用しています。
議場、傍聴者ロビーなどには道有林のタモ
を、通路動線部には札幌軟石や赤れんが庁舎
で採用しているれんがを、その他に図書室な
どには珪

けい

藻
そう

土
ど

やホタテ漆
しっ

喰
くい

を内装仕上げ材と
して使用しています。特に12ある大中小の委
員会室は、ナラ・カラマツ・トドマツなど道
内にある様々な木材を使用したデザインによ

り仕上げることで、道産木材の魅力・可能性
を感じられる計画としています。
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展望ロビーにも活用される傍聴者ロビー

議場及び傍聴席

環境断面図

議場

バリアフリー 親子席

※国土交通省がエネルギー消費性能を適切に評価できる方法を認める建築物総合エネルギーシュミレーション・ツールにより、本建物を標準的な仕
様に置き換えた基準建物との比較



⟹4建設コストなどの抑制
災害時の継続性や長寿命化への配慮及び建
築計画との整合性（平面計画の自由度）を目
指し、経済スパンが得やすい CFT 柱（コン
クリート充填鋼管構造）を採用した鉄骨造に
よるラーメン構造とするとともに、免震構法

（地下1階柱頭免震）を採用し、大規模地震の
発生後、本会議や各委員会の開催など議会運
営に支障が生じない施設計画としています。

4．おわりに

重要文化財として国の指定を受けた赤れん
が庁舎や開拓使当時の面影を残す道庁前庭を
擁する地区において、北海道命名150年の節
目となる2018年に道産材の活用や環境対策な
どに配慮した、親しみやすく開かれた議会庁
舎を目指して整備工事に着手しました。
今後、旧議会庁舎の解体、広場などの外構
整備、赤れんが庁舎の改修を進める予定で、
北海道の歴史・文化・観光情報などの情報発
信を行う拠点として魅力向上を図っていきま
す。
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宗達の風神雷神と
新型コロナウイルス

2020年、新型コロナウイルスが猛威をふるってい
る。春号では発刊直前に、東京オリンピックの延期
が決まった。この夏号が発行される頃に、世界がど
う変わっているか誰も予測できない。そんな非常事
態に、今回取り上げるアートは、俵屋宗達の「風神
雷神図屏風」である。
輝く天空を疾走する風神
と、隆々とした筋肉で雷鳴を
轟
とどろ

かす雷神。仏教美術に登
場する一対の鬼神である。仏
教では悪を懲らしめ、善を勧
める神として祀

まつ

られてきた。
宗達は京都東山三十三間堂
の千手観音の脇を固める風神
雷神の彫像をモデルにし、二曲一双の屏風に描き出
した。この斬新な構図や技法は、当時のアート界に
新風を吹き込み、のちに尾形光琳、酒井抱一など琳
派の絵師を魅了し、手本として描き継がれた。宗達
の最高傑作は日本文化を代表する国宝である。
昨年、東京オリパラ2020を記念して発行された
2種類の500円硬貨には、宗達の風神と雷神がそれぞ
れ刻印されている。そして今年、コロナ禍に見舞わ
れた空には、絵と同じように二つ鬼神の影が見える
気がする。

人類の歴史は疫病との闘いとも言われている。ペ
スト、天然痘、コレラなどのパンデミックによる人
間社会の激変は、古今東西の歴史に影を落としてい
る。古来より疫病は、人間の罪深さの報いであり、
西洋では悪魔に、東洋では鬼として描かれ、許しを
求め神々へ祈った。人々の幸せと世の平安を乱す厄
災を鎮める祈りが、世界中の祭りや因習、神仏像や
絵画として今に残る。
コロナウイルスの流行により、各国の博物館や美
術館、ギャラリーが休館し、アートイベントの中止

も相次いでいる。「このよう
な不安と混

こん

沌
とん

の時こそ、私た
ちは美しいものに触れ、歴史
に学ぶことが必要です」と東
京国立博物館の銭谷眞美館長
は訴える。
不要不急の外出を控える中、
Google の「Arts & Culture」
のサイトを訪ねてみよう。世

界中の美術館・博物館に自由にアクセスでき、館内
のアートや展示物を無料で好きなだけ鑑賞できる。
夢が現実となった ITの魔法である。
これまで人類は科学技術や医学などの進歩が善と
信じ、感染症など撲滅できるだろうと楽観した。傲
慢になった人間一人一人に、「何が一番大切か」を考
えさせるため、風神さまが新型コロナウイルスを遣
わされたのかと、私は今日も空を見上げている。

下村 憲一（建築家)

俵屋宗達「風神雷神図屏風」国宝 江戸時代初期 建仁寺蔵

第26回のテーマ：見上げる

道産木材を活用した委員会室

ナラ カラマツ



日本遺産「炭鉄港｣
～成長と衰退、そして新たなまちづくりへ～
炭鉄港推進協議会事務局（空知総合振興局地域創生部地域政策課）

1．はじめに

2019（令和元）年5月、『本邦国策を北海道に観
よ⽑～北の産業革命「炭鉄港」～』が日本遺産に
認定されました。
炭鉄港とは、空知の「石炭」、室蘭の「鉄鋼」、

小樽・室蘭の「港湾」、そしてそれらをつなぐ「鉄
道」を舞台に繰り広げられた北海道近代化の物語
です。
世界遺産「明治日本の産業革命遺産」と同じ源

流を持ちながら、開拓から製鉄まで僅か30年とい
う短期間で独自の発展を遂げた、北の産業革命「炭
鉄港」。その歴史をひもとけば、今日の我々の豊
かな暮らしの原点をかいま見ることができます。

2．北海道近代化の幕開け

北の要衝である北海道開拓の必要性を訴えた薩
摩藩（鹿児島県）第11代藩主の島津斉彬。その思
いを引き継いだ黒田清隆らをはじめとする旧薩摩
藩士の活躍により、北海道近代化の幕開けとなり
ました。
1872（明治5）年、江戸時代からニシン漁場とし

て開発され、石造埠頭の建設が開始された小樽が、
北海道のゲートウェイとして一段の飛躍を遂げる
契機となったのは、1879（明治12）年、北海道初
の近代炭鉱である官営幌内炭鉱（現在の三笠市幌
内）の開鉱でした。
石炭を運ぶための幌内鉄道は、北海道初の鉄道

として、まずは1880（明治13）年に手宮（小樽）
～札幌間が部分開通、1882年（明治15）年には幌
内まで全通しました。
幌内鉄道は、小樽港への石炭運搬だけではなく、

北海道内陸部へ入植する人や収穫した農産物の輸
送に活躍するとともに、人や物資の輸送円滑化を
通じて、道都札幌の発展を支えました。
1889（明治22）年、炭鉱と鉄道は旧薩摩藩士の

堀基が設立した北海道炭礦鉄道会社（北炭）に払
い下げられ、同社によって空知炭鉱（歌志内）と
夕張炭鉱（夕張）の開発が進められましたが、そ
れに伴い、1892（明治25）年に室蘭まで鉄道が延
長され、岩見沢が道央圏を東西南北に結ぶ鉄道の
交点として、室蘭が石炭積出港として発展する礎
となりました。
1906（明治39）年には鉄道が国有化されること

となり、北炭はその売却資金をもとに、英国企業
2社との合弁により室蘭に日本製鋼所を設立。
1909（明治42）年には製鉄へと進出し（輪西製鉄
場：現在の日本製鉄室蘭製鉄所）、室蘭は鉄の街と
して不動の地位を確立しました。
一方、鉄道国有化によって北炭の独占輸送体制

が崩れ、財閥各社は一斉に空知へ進出し、これを
足がかりにして日露戦争で獲得した樺太へと勢力
を伸ばしました。このことが小樽港の一層の発展
を促して、1914（大正3）年の小樽運河の開削へと
つながっていきます。
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話題レポート 1

1940（昭和15）年、弥生炭鉱へ入抗する従業員（三笠市）

1872年
石造埠頭の建設に着手

1882年
幌内鉄道が全通（手宮～幌内間）

1906年
鉄道国有化

1914年
小樽運河工事に

着手

1909年
北炭輪西製鉄が操業開始

1907年
北炭が日本製鋼所を創立

1889年
炭鉱・鉄道を
北炭に払い下げ

1892年
岩見沢～室蘭間の
鉄道開通

OTARU

小　樽

1879年
官営幌内炭鉱が開鉱

SORACHI

空　知

MURORAN

室　蘭



空知・小樽・室蘭の三都を結ぶ鉄道は、全道の
鉄道ネットワークの機軸となり、三都の基幹産業
である石炭・港湾・鉄鋼は、北海道の産業化を先
導してきました。

3．軍需の増大に伴う増産と整備

世界恐慌（1929年）の影響で足踏みを続けてい
た北海道の石炭生産でしたが、満州事変（1931年）
以降に一気に活性化しました。新鉱開発のほか、
既存炭鉱でも新たな抗口の開発や休止抗口の復
活、隣接する他社炭鉱の併合が相次いだ結果、全
道の石炭生産量は、戦時期の1940～44年にピーク
を迎えます。
しかし当時、鉱員は戦地に送られ、現場の労働

力不足が深刻であったことから、国内・朝鮮半島・
華北地域などからの徴用や俘

ふ

虜
りょ

によって労働力を
充足しており、また、資材不足によって機器は老
朽化し、坑内環境も悪化するなど、石炭の増産は
相当無理を重ねた中での成果でした。
満州事変の勃発以降、鉄鋼需要も急激に増大し

ました。輪西製鉄は1934年に設立された日本製鉄
に統合され、銑鉄だけの生産から製鋼一貫体制へ
増強されました。1943年に粗鋼生産26万トン、
1944年に従業員数13,412人と戦前のピークを記録
しましたが、炭鉱同様、戦争遂行のための無理な
操業でした。
日本製鉄所は戦争による軍需で一段と活況を呈

し、横浜、武蔵、宇都宮と国内各地に製作所を増
設。1940年にはドイツ製の1万トンプレス（水圧
鍛錬機）を導入し、これは2003年まで稼働しまし
た。
「石炭産業は輸送業」と言われてきたほど、石炭
企業にとって輸送の円滑化と効率化は重要なテー
マでした。この頃の北海道の石炭は、希薄な人口
と産業の未成熟のため、道内での消費は少なく、
出炭量のおおむね3分の2が道外へ送り出されてい
ました。
また、石炭の生産が増大したことから、石炭貨

車から船舶への積みかえ作業の効率化、規模拡大
が急務となり、室蘭、小樽ともに積み出し施設の
整備が行われました。室蘭では専用の石炭岸壁が
整備され、小樽は明治期から続く手宮駅の積み出
し機能を残しつつ、小樽築港駅の隣接部を埋め立
て、新たに石炭埠頭が整備されました。

4．戦後復興期

終戦後の経済復興期には、石炭不足を解消する
ために資金を石炭生産に優先して投入し、そこで
増産された石炭を鉄鋼生産に向け、石炭と鉄鋼の
二つの産業を軸に生産回復を図ろうとする「傾斜
生産方式」という政策がとられました。これに
よって、戦中の無理な増産によって荒廃した炭鉱
は急激な復興を遂げました。
しかし、1949年には GHQ による金融引き締め

政策（ドッジ・ライン）が実施され、能率や生産
コストの良好な企業に資産や資材を集中させて、
企業合理化が促進されました。戦後に復興金融公
庫の融資によって開発された炭鉱は経営条件の劣
るものが多かったので、政策転換の影響を受けて
長くは続かなかったものの、その後、好不況の波
を繰り返しながら1957年には炭鉱数158と最大を
記録しています。
終戦後の原料炭不足により生産を中止していた

室蘭の製鉄所でしたが、1947年に日本製鉄輪西第
四高炉、1949年には大型の仲町第三高炉の操業が
再開するなど、全国の中で室蘭はいち早く再開し
ました。原料事情の厳しい中、道内炭だけで製造
した室蘭独自開発のコークスを燃料に高炉を操業
できたことが大きく貢献したのです。
一方、軍需に強く依存していた日本製鋼所は、

戦後民需への転換を図り、造船・機械製品等の分
野へ事業展開していきます。1946年に北炭が所有
する日本製鋼所の株式が持株会社整理委員会に接
収されると、北炭との資本関係も切れ、以後独自
の経営を志向していくこととなりました。

5．エネルギー革命と合理化の波

1960年前後には生産量も戦前の水準である約
1000万トンにまで回復し、石炭産業は第2のピー
クを迎えました。戦後の労働運動によって炭鉱住
宅や福利厚生施設は充実し、スポーツや文化活動
は隆盛を極め、映画は札幌より先に炭鉱の映画館
で封切られ、「三種の神器」と言われた白黒テレビ、
冷蔵庫、洗濯機が道内で最も早く家庭に普及した
のも炭鉱でした。
しかし、1960年代に入ると原油の輸入自由化が

開始され、石油が急激に普及。石炭産業には生産
コストの削減（合理化）が求められるようになり、
能率が低い小炭鉱を閉山し、高能率の大炭鉱へ生
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産を集約する「スクラップ・アンド・ビルド方式」
が取られるようになりました。
特に重視されたのは運搬の効率化と採炭方式の

機械化で、出炭能力は飛躍的に向上。1960年から
の10年間で炭鉱労働者は6万人から2万人へと3分
の1に、平均炭鉱規模は15万トンから40万トンへ
と約3倍になり、能率は22トン/月/人から、60ト
ン/月/人と、約3倍の伸びとなりました。
そして、1960年代に全道出炭量は2000万トンを

超え、第3のピークを迎えます。中でも炭質が良
く、埋蔵量も豊富だった石狩炭田は、それまで日
本最大だった筑豊炭田の生産量を抜き、我が国最
大の産炭地としての地位を不動のものとしまし
た。戦争直後に戦前ピーク（1939年）の約3分の1
まで貨物取扱量が激減した小樽港も、経済成長な
どにより1956年以降はほぼ同水準まで回復しまし
た。しかし、1963年前後から外国貿易コンテナ定
期航路の撤退が相次ぎ、輸出入額での全国順位が

1956年には14位だったのが、1965年に31位、1969
年に40位となり、外国貿易の凋

ちょう

落
らく

傾向が決定的
なものとなっていました。石炭受入量も、1963年
に苫小牧港に石炭埠頭が開設されたことで、1970
年までに苫小牧港が一挙に受け入れの半分を占め
るようになり、明治以降、石炭搬出港として機能
してきた室蘭港、小樽港の受入量は激減し、1975
年には実質的に終焉を迎えました。

6．新たなステージへ

このように、炭鉄港の各地域は、開拓期から約
100年にわたり北海道の近代化に大きな役割を果
たしてきた一方、石炭から石油へのエネルギー転
換により閉山が相次ぎ、地域産業は衰退し、急激
な人口減少に見舞われています。
しかし、このような環境の激変にあって、

1980～90年代になると、歴史的資産を地域固有の
資源として捉え直そうという市民主体の運動が芽
生え、2018（平成30）年7月には、官民連携による
炭鉄港推進協議会が設立。2019（令和元）年5月に
は日本遺産へと登録され、炭鉄港は新たな局面に
入りました。
現在、炭鉄港推進協議会では13の市町をはじめ

とする55団体により構成されていますが、今回の
日本遺産認定を機に、炭鉄港の物語と構成文化財
の魅力を地元のみならず、道内外に広く発信する
ことで、交流人口を拡大しようとする取り組みが
各地で始まっています。
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1954（昭和29）年頃の映画館「茂尻座」（赤平市）
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7．地域再生の原動力として

今年度、炭鉄港推進協議会と空知総合振興局で
は、炭鉄港を地域再生の原動力とするにあたって、
「伝承」、「活用」というキーワードのもと、教育関
連としての小学生向け教材本配布をはじめ、新規
ファン層をターゲットとする「炭鉄港カード」の
作成や、明治時代の北海道開拓期に縁の深い鹿児
島（薩摩藩）との交流事業、旅行商品・土産品の

開発など、その活動内容や地理的範囲を大きく拡
大しながら、地域再生に向けての取り組みを進め
ています。

◇
近代北海道を舞台に繰り広げられた産業遺産の

物語「炭鉄港」。経済・社会の急激な変化に揺れ動
いた歴史を経て、今新たな物語がスタートしまし
た。
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とき・まち・ひと／コラージュ

破壊と建設
歓声に沸き立つはずの東京オリンピック2020が、

「世界規模の新型コロナウイルス」による「世界規模
の災厄」に見舞われることになることなど想像もし
ていなかった。都心のビルのシャッターが降ろさ
れ、入学式に向かう新1年生の明るい笑顔、日々の登
校風景、咲き誇る桜の下の人並みも失われた風景が
広がっている。
今世紀、ウイルスの世界的感染を2度も経験した
にも関わらず、このパンデミックにより30万人を超
す人々の命が奪われている。
歴史的に中世ヨーロッパ（14世紀頃）のペスト大
流行では、世界人口の2割以上の1億人近く、100年前
のスペイン風邪では4千万人が死亡したと推計され
ている。カミュの小説「ペスト」で描かれたように、
街のロックダウンの必要性が言及される中、医療従
事者が限界を超えて奮闘している時でも、体力尽き
て亡くなられた多くの方のことを思うと、その受け
容れられることのない「不条理」に言葉もない。
中世のペスト流行の折、修道女が感染防御の窮余

の策としてマスクをして介護にあたる姿が小説「大
聖堂─果てしなき世界」に描かれている。小説の中
のこととはいえ、災厄に抗するため一人の人間がウ
イルス防御に対して出来ることが、700年も変わら
ずマスク・手洗いであることには驚くばかりである。
ゴールデンウイークの外出制限が続く中、治療薬
の早期開発を願っていたところ、小林秀雄と岡潔の
対談集「人間の建設」をふと思い出し、読み返した
（出版社によれば、文系的頭脳の歴史的天才と理系
的頭脳の歴史的天才による雑談）。
主題の一つ「破壊だけの自然科学」に、『科学が人
類の福祉に役立つとよく言いますが、その最も大き
な例は、進化論を別にして、たとえば人類の生命を
細菌から守るというようなことでしょう。しかしそ
れも実際には破壊によってその病原菌を死滅させる
のであって、建設しているのではない』と語る一節
がある。1970年大阪万国博のテーマ「人類の進歩と
調和」、それらをもたらすのは科学であるとの考え
とは逆説的だが、当時この言葉から受けた衝撃は今
も鮮明である。
たとえ破壊と言われたとしても抗ウイルス薬によ
りこの災厄が早期終息し、人々に笑顔が戻り東京オ
リンピック2020が「新たな社会の建設」の象徴とし
て開催される時が来ることを願うばかりである。

（YO）

「炭鉄港」の日本遺産認定を原動力に、新たな物語が
スタート
（赤平市炭鉱遺産ガイダンス施設前にて）



「お菓子の家づくりコンテスト」について
一般社団法人北海道建築士事務所協会

（一社）北海道建築士事務所協会では、19支
部のうち、札幌、旭川、函館の3支部において
毎年「お菓子の家づくりコンテスト」を実施
しています。以下、昨年開催されたコンテス
トについて概要を紹介します。

【旭 川 支 部】

平成16年に第1回お菓子の家づくりコンテ
ストを開催して以来、昨年で17回を数えまし
た。
この事業は子供たちから失われつつある

ʠものづくりʡに対する興味を取り戻すこと
と、共同作業でのチームプレイを学んでもら
うことを目的として行われたもので、開催当
初から旭川市教育委員会にご後援いただき、
また、旭川洋菓子協会及び旭川菓子研究会の
皆様方にご協力いただき、回を重ねることが
できました。
本コンテストは市内全ての小学校の児童に
応募用紙を配布し、4、5名のチーム編成で応
募の上、後日、制作予定のお菓子の家のスケッ
チを提出していただき、その中からファイナ
ルステージに進出して実際にお菓子の家づく
りに挑戦してもらう10組を選抜する方式で実
施しています。
過去には30組を超える応募がありました
が、近年は子供たちが塾や習い事で多忙なこ
ともあって十数組の応募にとどまる状況が続
いており、今後はどのように広報し、応募者
増につなげて行くかが課題と思われます。
この事業は、子供と大人が年代と業種を超
えて触れ合うことが出来る貴重な機会です。
今後も継続し、夢のある企画に育てていただ
きたいと考えます。

【函 館 支 部】

私たち函館支部では、平成24年より、「お菓

子の家づくりコンテスト」を開催し、昨年、
7回目を迎えることが出来ました。毎年多数
の応募があり、選考会にて、6～8組を選び開
催してきました。
この事業は、「建築への興味を持ってもら
うこと」が主な趣旨で、建築的に表現すると、
コンペ（応募・選考会）から始まり、建築資
材（お菓子）を用いて、最終的にはどのよう
に応募作品を竣工（表現・作成・完成）する
かが課題になります。
選考側からすると、「この応募作品はどの
ようになるのか？」と期待を込めて選んでい
ます。
参加する子供たちは楽しみながらも、悪戦
苦闘での作業となり、お昼休みもそこそこに
頑張る姿や、見つめる保護者のほほえましい
姿に、私たちも開催する意義を感じます。
この貴重な経験を、より多くの子供たちが
経験できるように、コンテスト継続を図り、
またその一方で、多くの子供たちへ伝えるた
めの広報をどう行っていくかが今後の課題と
なります。
このコンテストを通し、子供たちに「もの

づくりは楽しい」と感じてもらい、その一部の
子供たちが、建築に興味が持てるような企画
としてこれからも育んでいきたいと思います。
最後に、このコンテストを開催するに当た
り、各市・町教育委員会・函館市住宅都市施
設公社・函館洋菓子協会の皆様には、多大な
るご支援、ご協力をいただき、毎年開催でき
ていることに、あらためて感謝いたします。

【札 幌 支 部】

札幌支部では、子供たちが身近なお菓子で
の家づくりを通じて、ものづくりの楽しさを
実感し、想像力を育み、さらに建築やまちづ
くりにも興味を持ってもらうことを目的に、

話題レポート 2
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「お菓子の家づくりコンテスト」を開催して
います。
第5回となった昨年の様子を紹介します。
第5回「お菓子の家づくりコンテスト・ファイ
ナルステージ」は、当協会札幌支部の主催、
札幌洋菓子協会の共催として、令和元年10月
20日、「新さっぽろサンピアザ光の広場」にお
いて開催され、小学校4年生から6年生までの
17組のグループがファイナルステージに進出
しました。
当企画は、昨年7月初旬より参加者の募集
をスタートし、9月に1次スケッチ審査（確認
審査）を経て、確認済証の交付を受けたグルー
プが実際にお菓子を使っての家づくりに取り

組む「ファイナルステージ」においてグルー
プみんなで一致協力して、制限時間の3時間
を目いっぱい使い、すてきな作品を完成させ、
表彰式では、参加者全員に「建築士免許証」
が交付されました。
開催に当たっては、北海道インテリアプラ
ンナー協会及び札幌副都心開発公社のご協
力、さらに札幌市、スイーツ王国さっぽろ推
進協議会及び北海道新聞社のご後援をいただ
くなど、多くの皆様方のご協力、ご支援を得
て実現しました。子供たちの「建築への夢」
を実現すべく、引き続き実施していきたいと
思っています。
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札幌版次世代住宅
札幌市都市局市街地整備部住宅課

札幌版次世代住宅基準

札幌市では、積雪寒冷地である地域特性に
応じた温暖化対策を推進するため、「札幌版
次世代住宅基準」という札幌市独自の高断
熱・高気密住宅の基準を定めています。高断
熱・高気密住宅の普及を通じて、家庭におけ
る暖房エネルギー使用量の大幅な削減を図
り、2030年までに46万トンの CO2の削減を目
指しています。
「札幌版次世代住宅基準」は、外皮平均熱貫
流率（UA値）と一次エネルギー消費量（全
体、暖房＋換気）、相当隙間面積（C値）とい
う3つの指標により、新築住宅は5段階（トッ
プランナー・ハイレベル・スタンダードレベ
ル・ベーシックレベル・ミニマムレベル）、改
修住宅は3段階（ハイレベル・スタンダードレ
ベル・ベーシックレベル）の等級を設定して
います。
札幌市内の戸建て住宅や共同住宅を対象
に、建築主の設計適合審査及び工事適合審査
の申請に基づき、札幌市に登録された審査機
関（以下、適合審査機関）が住宅の断熱性能・
気密性能等を評価し、札幌版次世代住宅基準
に適合する高断熱・高気密住宅を札幌市が「札
幌版次世代住宅」として認定する制度を実施
しています。

なお、適合審査機関については、札幌市公
式ホームページに登録情報を掲載しています
のでご確認ください。
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行政報告

札幌版次世代住宅の断熱仕様例
（スタンダードレベル）

○天井断熱
吹込用ロックウール25kg（λ＝0.047）400mm

○窓
ペアガラス
（熱貫流率1.30［W/（m2・K）］）

○外壁断熱
高性能グラスウール16kg（λ＝0.038）100mm
押出法ポリスチレンフォーム3種（λ＝0.028）45mm

○玄関ドア
金属製高断熱ドア
（熱貫流率2.33［W/（m2・K）］）

○基礎断熱
押出法ポリスチレンフォーム保温板3種
（λ＝0.028）100mm

※λは熱伝導率のこと。単位は［W/（m・K）］

札幌版次世代住宅基準（新築住宅）

新築住宅の等級 外皮平均熱貫流率（UA値）
［W/(㎡・K)］

一次エネルギー消費量 相当隙間面積（C値）
［㎠/㎡］全体 暖房＋換気

トップランナー 0.18以下

等級5

35％以下
0.5以下

ハイレベル 0.22以下 45％以下

スタンダードレベル 0.28以下 60％以下 1.0以下

ベーシックレベル 0.36以下 等級5 75％以下
1.0以下

ミニマムレベル 0.46以下 等級4※ 90％以下

※等級5でもミニマムレベルの認定を受けることができます。



札幌版次世代住宅補助制度

札幌版次世代住宅を札幌市内に新築する市
民の方を支援するため、補助金を交付する「札
幌版次世代住宅補助制度」を実施しています。
補助の対象となる札幌版次世代住宅の等級は
トップランナー、ハイレベル及びスタンダー
ドレベルで、等級ごとに定められた補助金額
が補助されます。
申請には、適合審査機関が発行する「札幌
版次世代住宅工事適合証明書」が必要となる
他、様々な条件があります。
詳しくは札幌市都市局市街地整備部住宅課
及び市内各区役所で配布している「札幌版次
世代住宅補助制度（市民向け戸建て住宅）」パ
ンフレットまたは札幌市公式ホームページで
ご確認ください。

【札幌版次世代住宅に関するお問い合わせ先】
札幌市都市局市街地整備部住宅課
〒060-8611 札幌市中央区北1条西2丁目
TEL：011-211-2807
※適合審査申請については提出する適合審査
機関へお問い合わせください。

札幌版次世代住宅補助制度の改正

より利用しやすい補助制度とするため「平
成30年度札幌版次世代住宅に係るアンケート
調査」の結果を参考に、令和2年度札幌版次世
代住宅補助制度の内容を改正しました。

〈改正内容〉
1 ．補助金申請手続きの簡素化
工事着手前に行っていた「仮申請」等の手
続きを廃止しました。
2．補助金額の見直し及びベーシックレベル
を補助の対象から除外
各等級への仕様変更に要する追加工事費用
が以前よりも安価となってきていることから
補助金額を見直し、また札幌市内で新たに建
築される住宅の約5割がベーシックレベル相
当の性能を満たし、標準仕様となりつつある
ことなどから、補助対象からベーシックレベ
ルを除外しました。

3．募集方法の見直し
等級ごとの補助予定件数を廃止し、等級に
関係なく補助予定額の範囲内で補助を実施し
ます。

制度改正による効果

この改正により、申請者の手続きの負担軽
減、工事着手時期の制限の緩和、また等級ご
との募集倍率の差の解消などの効果が見込ま
れ、より多くの方が補助金を利用しやすくな
ります。
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【令和元年度まで】

・補助金仮申請
・住宅の断熱性能等の設計審査

補助金本申請
（補助金交付決定）

工事着手
工事完了

工事着手
工事完了

住宅の断熱性能等
の工事審査

補助金認定報告
（補助金額確定）

【令和2年度改正】

住宅の断熱性能等の設計審査
住宅の断熱性能等の工事審査
（札幌版次世代住宅工事適合証明書）
（札幌版次世代住宅認定証）

補助金申請
（補助金交付決定及び額確定）

補助金申請手続きの流れ

等級 改正前 改正後

トップランナー 200万円 160万円

ハイレベル 150万円 110万円

スタンダードレベル 80万円 50万円

ベーシックレベル 30万円 対象外



北の近代建築散歩

清華亭と旧永山武四郎邸
～和と洋の調和～

早川 陽子
一般社団法人北海道建築士会小樽支部

札幌に現存する明治時代の歴史的建造物は、北
海道開拓の歴史であるとともに積雪寒冷地ならで
はの創意工夫や美意識が感じられます。特に和と
洋の調和が斬新な魅力ある2つの建物を今号と次
号で巡ります。

清華亭

札幌駅北口から北西へ10分ほど歩くと「偕楽園
跡地」があります。明治4年（1871）年開拓使が設
置した日本初の公園※です。明治13年（1880）年6
月、この敷地内に貴賓接待所として建設されまし
た。
木造平屋建て、下見板張りの外壁と金属板の屋

根、大きな出窓が印象的な洋風の外観。小さいな
がら品格があります。
築140年、北海道の風雪に耐えられたのは、良質

で比較的太い道産材トドマツ、アカマツを使い造
りが丁寧だったからです。外壁は隙間風の入りに
くい下見板張り、土台とたたき、煙突には札幌軟
石が使われています。
妻飾りの星「五陵星」は開拓使の記章。透かし

の手法が洒落
しゃれ

ています。北極星をデザインしたも
ので、北海道庁旧本庁舎、札幌時計台、豊平館で
も見ることが出来ます。

この建物の特徴は洋室（16畳）と和室（15畳）
が直接つながっている間取りにあります。
洋間は大きな出窓（ベイウインドウ）があり、壁

と天井は漆
しっ

喰
くい

大壁、高い天井の中心飾りの模様に
は和風の桔

き

梗
きょう

模様があしらわれています。
和室は書院造りで京壁、竿縁天井、かぎ型の縁

側が回っています。それぞれが本格的な造りであ
りながら、隣室同士のため、和室に堂々とした洋
風の扉があり、様式（当時の洋間は別棟とする、
廊下を挟む等）に捉われないおおらかさが伺われ
ます。和洋が隣り合う間取りは旧永山武四郎邸
（明治10年代前半、札幌）、旧岡田邸（昭和8年、旭
川）にも見られます。
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窓回りと土台、庭石

庭からの眺め：ベイウインドウ（洋室）と縁側（和室）

棟飾りと妻飾りの星

平面図



また、それぞれの部屋の配置のずれが出窓に広
がりをもたせ、外観の意匠に個性を与えています。
設計者（開拓使の工業局）のたくらみか、遊びご
ころか、と思いが巡ります。
縁側から広がる洋風の芝生、多くの花々、日本

古来の築山、かつては池もあったそうです。開拓
使の植物栽培の指導者で日本趣味に精通していた
アメリカ人、ルイス・ボーマの設計です。地形を
生かし、和と洋が自然と調和した庭園は、今も流
れるように建物を囲んでいます。
明治天皇は札幌行幸で明治14年9月に偕楽園を

視察。この亭でご休憩されました。

和室：書院造。床の間に明治天皇が詠んだ和歌の掛け軸

偕楽園跡緑地

かつてこの周辺一帯は、アイヌ語で「ヌプ・サ
ム・メム」（野の傍らの泉地）と呼ばれ、泉が湧き、
清流・サクシュコトニ川が流れていました。
偕楽園は住民の公園、また産業の試験場として

造られました。製物場（工業試験場）、育種場（農

業試験場）、さけ孵
ふ

化場、博物所、花室などが建設
され、活用され始めた時期に天皇行幸のため、清
華亭が完成。時の開拓史長官・黒田清隆は「水木
清華亭」と名付けました。せせらぎ、樹木、咲き
誇る花々、静かな時間がそこにあったことが伺え
ます。現在は一部を緑地として整備し散策路に
なっています。
最後に心温まる逸話を。
内村鑑三、新渡戸稲造、宮部金吾は日本近代史

に名を残す思想家、農業経済学者、植物学者とし
て世界に存在を知られた方々です。札幌農学校
（現北海道大学）2期生で生涯の親友であった3人
は卒業の明治14年、偕楽園で将来の姿を誓い合っ
たと言われています。

新渡戸稲造（左）、宮部金吾（中）、
内村鑑三（右）
（明治16年、東京にて／北海道大学附属図
書館北方資料室蔵）

今年、偕楽園は築149年、清華亭は築140年を迎
えます。
なお、次回は旧永山武四郎邸（1961年、札幌市

指定有形文化財）です。
※意図して無から造成した都市公園としては偕楽園
が日本最古となる（日本の公園制度は明治6年制定）。

〈参考資料〉
清華亭の展示物と資料、パンフレット（札幌市指定有
形文化財清華亭）、偕楽園緑地の説明版
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和室から洋室の眺め：和風と洋風の建具が並ぶ 偕楽園（当時の模型）、清華亭（赤丸）は北大につながる



ゲレンデと遠軽とオホーツクの魅力を発信

道の駅『遠軽 森のオホーツク』
遠軽町経済部商工観光課

交通の要衝として

オホーツク地域の内陸に位置し、広大な森林を
抱える北海道遠軽町は、古くから旧名寄線と石北
線の接続駅として栄え、人とモノが集まる交通の
要衝として発展してきました。遠軽町で3番目と
なる道の駅『遠軽 森のオホーツク』は、旭川・紋
別自動車道「丸瀬布遠軽道路」の開通に合わせ、
遠軽 IC に隣接する場所に令和元年12月にオープ
ンし、北海道で初めてのスキー場を併設する道の
駅として注目されています。
また、『遠軽 森のオホーツク』は、地域のゲー

トウェイ機能を持つ道の駅として整備され、全国
の市町村で8番目の面積を誇る遠軽町の観光施設
や飲食店などの案内をはじめ、近隣の市町村の観
光情報の発信などを行っています。さらに広大な
敷地を生かし、災害時には防災拠点としての役割
を果たせるように整備しています。

立地特性を生かし、地域の個性を演出

「ゲレンデと遠軽とオホーツクの魅力を発信す
る道の駅」。これは、遠軽 ICに隣接したスキー場
周辺の整備を進めるにあたり、地域の意向を反映
した活力のある施設とするために、道の駅の整備
に向けた計画案の策定を行う組織である遠軽 IC
道の駅検討協議会において設定したコンセプトで

す。札幌・旭川方面から見るとオホーツク圏への
玄関口となる立地特性を生かして、地域の個性を
演出する道の駅づくりを進めることを表し、この
コンセプトのもと、スキー場とロッジ機能、充実
したトイレ機能、オホーツクの産品を網羅した物
販・直売機能、地域の特色を出した飲食機能を柱
として整備し、今後もこれに則った運営を進めま
す。

スキー場とのコラボレーション

『遠軽 森のオホーツク』の最大の特徴は、地域
に根差し、40年以上の歴史を持つ「えんがるロッ
クバレースキー場」と一体となっている点です。
スキー場の雪質や斜面は、プロのスキー選手の折
り紙付きで、アルペンスキーの大陸別大会「FIS
ファーイーストカップ」が開催されるなど、国際
大会の会場にもなっています。

建築の一村一品

―30―

リニューアルした「えんがるロックバレースキー場」

道の駅『遠軽 森のオホーツク』近景



施設は、2階のロッジ部分からスキー場のゲレ
ンデへ直接アクセスできる RC 造2階建てで、晴
れた日には、スキー場の山頂からオホーツク海の
流氷も見ることができます。
また、アルペン競技の合宿や、学校のスキー授

業などにも利用され、夏には広いゲレンデを活用
してツリートレッキング等のアクティビティが楽
しめます。一年を通して利用できることで、職員
の通年雇用が可能となり、雇用創出などの面で地
域活性化が期待されています。
この道の駅の整備に伴い、スキー場の設備もリ

ニューアルしました。ペアリフトをはじめ、ナイ
ター照明や人工降雪機を更新し、これまで以上に
利用しやすく、子どもから高齢者まで、初心者か
ら上級者まで多くの方が楽しめるスキー場となっ
ています。
隣接する足湯設備「森のオホーツク足湯」は、

湯上がり後も温もりが持続する高濃度の人工炭酸
泉を使用しており、スキーヤーやスノーボーダー、
ドライバーにも喜ばれています。

魅力的な飲食・物販を目指して

1階の特産品販売施設では、地元企業による道
の駅限定のスイーツや加工品など、遠軽・オホー
ツクの産品を中心に取りそろえており、オホーツ
ク産の木材を使った経

きょう

木
ぎ

わっぱのギフトボック
スに、お好みで商品を詰め合わせる「オリジナル
のギフト」づくりが楽しめます。
同じく1階のフードコートでは、特産の「白滝

じゃが」を使った商品を提供しており、野菜たっ
ぷりで食べ応えのある「1日分の野菜カレー」や
SNS 映えする「クリーム・デ・ポテト」などが評
判です。

災害に強い道の駅

『遠軽 森のオホーツク』は、災害の対応にも力
を入れています。この地域では大規模な風雪害に
より、道路網が寸断して車が立ち往生するケース
が多く発生していることもあり、遠軽町と北海道
開発局は令和元年12月、災害発生時における防災
拠点化に関する協定を締結し、地方自治体と道路
管理者が連携・協力した中で、道の駅の災害対応
力や防災機能を高めています。
災害時には24時間利用を含めて営業時間を延長

し、情報の収集や提供、駅構内に備えている資機
材の提供などを行うほか、ロッジをはじめとする
収容スペースに避難者を受け入れる予定で、オ
ホーツクの玄関口として、地域が被災した場合に
は広域支援拠点として活用する方針です。

おわりに

今後、この道の駅・スキー場を拠点として、街
のにぎわいが創出され、地域の観光振興や情報発
信に関する相乗効果が生まれることを期待してい
ます。
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■施設概要
施 設 名 道の駅『遠軽 森のオホーツク』
開 業 日 令和元年12月22日
敷 地 面 積 約21,000㎡ 延べ床面積 約1,620㎡
駐 車 場 191台

（大型9台、小型178台、身障者・妊婦用4台、
他二輪車用10台、EV充電器1台）

ト イ レ 41器
（男（大）7器・（小）14器、女19器、身障者1器）
※このうち男（大）5器・（小）10器、女15器、
身障者1器は、24時間使用可能。

特産品販売施設「select forèt」

経木わっぱのギフトボックス

フードコート「ENGARU TERRACE」

1日分の野菜カレー 人気のクリーム・デ・ポテト



令和元年度地域意見交換会「公共建築の整備・
再編・運用」を開催しました
当研究本部では、毎年度、道内の建築やまちづ
くりの実務者の方々との意見交換会を行っていま
す。令和元年度は「公共建築の整備・再編・運用」
をテーマとして、2月18日に当研究本部で開催し、
道内市町村職員の方々など約70名の参加がありま
した。
第1部の説明会では、北総研や林産試験場より
研究成果に基づく公共建築への実装技術を説明
し、当麻町、芽室町の担当職員の方から、最新の
役場庁舎実例を紹介いただきました。また、北海
道建設部計画管理課および（一財）北海道建設技
術センターより、道の営繕業務や市町村への支援
等についての情報を提供していただきました。
その後、寒冷地建築のパイロットモデルとして
建築された当研究本部庁舎の環境負荷低減技術を
現地見学しました。
第2部は個別相談を含めた意見交換として、参
加の方々から公共建築についての市町村の課題や
ご要望等をうかがいました。
道内は高度成長期建設の公共建築の更新期を迎
え、人口減少や環境負荷低減を踏まえた整備や再
編のあり方が問われています。
当研究本部は、道立の建築の研究機関として、
これからも公共建築の整備や再編などへの支援の
取り組みを進めてまいります。

研究報告書・研究紹介資料をホームページで公
表しました
当研究本部では、「研究成果報告会」を毎年開催
し、ご来場いただいた多くの方々に、取り組みの
成果を報告しています。令和2年度も成果報告会
の開催を企画しているところですが、新型コロナ
ウイルス感染症の拡大防止の観点から、開催時期
を見通せない状況となっています。
研究成果報告会が開催されるまでの対応とし
て、令和元年度に終了した研究課題の「研究紹介
資料」と「研究報告書」をホームページに掲載し
ていますので、ご覧ください。
これからも、道や関係団体と連携しながら住
宅・建設に携わる方々の技術力向上に資する最新
情報などを提供してまいりますので、ご支援のほ
どよろしくお願いします。

●ホームページへのアクセス

「道総研建築研究本部」で検索
・研究紹介資料

「基本情報・各種ご案内」⇒「研究課

題一覧」をクリック

・研究報告書

「基本情報・各種ご案内」⇒「調査研究報告（研究報告書）」

をクリック

道総研建築研究本部NEWS
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掲載している研究紹介資料の例地域意見交換会のプログラムと説明会の様子
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TEL．011-241-1897　FAX．011-232-2870

※令和 2 年 4 月1日から令和 3 年 3月 31日申請受付分が対象となります。

北海道建築指導センター

お問合せ・申請先
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・法 6条1項四号の建築物

シールを集めて
QUOカードを
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岡村建設㈱（北見市）
小川工業㈱（室蘭市）
㈱小野寺組（釧路市阿寒町）
㈱カツイ（岩見沢市）
㈱加納工務店（釧路市）
㈱軽米組（富良野市）

岸本産業㈱（浜益村）
㈲木津建設（上富良野町）
協同組合札幌木工センター（札幌市）
㈱共立（釧路市）
㈱旭栄大城建設（旭川市）
㈱建設コンサルタント（札幌市）
小泉建設㈱（札幌市）
興北建設㈱（留萌市）
小松建設工業㈱（南富良野町）
近藤工業㈱（小樽市）
齊藤建設㈱（函館市）
坂野建設㈱（釧路市）
㈱佐藤工務店（帯広市）
三王建設興産㈱（札幌市）
㈱三共後藤建設（美幌町）
㈱JSP札幌営業所（札幌市）
塩川建設㈱（網走市）
㈱清水組（美瑛町）
㈱下神田組（浦河町）
新谷建設㈱（旭川市）
㈱ズコーシャ（帯広市）
瀬尾建設工業㈱（倶知安町）
㈲設計工房アーバンハウス（帯広市）
㈱創建社（札幌市）
外山建設㈱（今金町）
大樹町（大樹町）
㈱泰進建設（滝川市）
大進ホーム㈱（札幌市）
タカオ工業㈱（釧路市）
㈱高組（旭川市）

「センターリポート」は、情報会員の皆さまのご支援により発刊されています。
現会員118社を50音順で今号と215号（冬号）に掲載します。なお、随時、新規会員を募集しています｡
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